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行
政
が
描
い
た
バ
ラ
色
の
Ｉ
Ｔ
物
流

荷
物
を
安
く
運
び
た
い
荷
主
企
業
と
、
ト
ラ
ッ
ク
の
空
い
た

荷
台
を
埋
め
た
い
運
送
業
者
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。
一
般
に
「
求
車
求
貨
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
物
流
版
ｅ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
が
昨
年
、
日
本
で
乱
立

し
た
。

九
九
年
度
の
補
正
予
算
で
通
産
省
が
実
証
実
験
に
七
億
円

を
割
い
た
の
を
皮
切
り
に
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
、
総
合
商
社
、
大

手
メ
ー
カ
ー
、
物
流
業
者
、
さ
ら
に
は
個
人
投
資
家
か
ら
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
ま
で
加
わ
っ
て
、
華
や
か
な
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ

ャ
ー
の
設
立
ラ
ッ
シ
ュ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一
説
に
は
五
〇

に
も
上
る
企
業
が
求
車
求
貨
シ
ス
テ
ム
の
事
業
化
に
乗
り
出
し

た
と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
出
資
者
の
中
に
は
、
数
年
来
の
Ｉ
Ｔ
ブ
ー
ム
に
乗

じ
た
新
規
株
式
公
開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
に
よ
る
一
攫
千
金
を
期
待

す
る
向
き
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
実
際
、
そ
の
可
能
性
は
十
分

に
高
い
と
一
時
は
目
さ
れ
て
い
た
。

ブ
ー
ム
に
先
立
つ
九
八
年
に
通
産
省
、
慶
應
義
塾
大
学
、
マ

ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
三
者
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命

に
よ
っ
て
最
も
大
き
な
恩
恵
を
受
け
る
産
業
は
物
流
業
界
で
あ

り
、
日
本
の
物
流
業
界
は
〝
Ｅ
化
〞
に
よ
っ
て
今
後
一
〇
年

間
で
利
益
（
Ｅ
Ｖ
Ａ
）
を
約
九
倍
に
拡
大
さ
せ
る
と
い
う
予

測
を
共
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

そ
の
最
大
の
根
拠
が
物
流
ｅ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
の
活
用

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
積
載
率
の
向
上
だ
っ
た
。
現
状
で
は
国
内
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
積
載
率
は
五
〇
％
を
割
っ
て
お
り
（
通
産
省

調
べ
）、
空
い
た
荷
台
を
情
報
化
に
よ
っ
て
埋
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
運
送
業
者
の
生
産
性
は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。
さ
ら

に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
必
要
車
両
台
数
が
減
る
こ
と
で
、
環
境
問

題
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
と
、
レ
ポ
ー
ト
に
は
バ
ラ
色
の
未
来

図
が
描
か
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
期
待
さ
れ
た
通
り
に
事
は
進
ん
で
い

な
い
。
商
品
取
引
所
の
よ
う
な
公
共
性
を
持
ち
な
が
ら
十
分
な

規
模
を
も
っ
て
運
営
し
、
必
要
な
利
益
を
挙
げ
て
い
る
、
当
初

想
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
皆
無
と
い
え
る
状
態
だ
。

株
式
公
開
を
期
待
で
き
そ
う
な
企
業
な
ど
、
ど
こ
に
も
見
あ
た

ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ブ
ー
ム
か
ら
一
年
も
経
た
ず
に
事
業

の
存
続
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が
出
始
め
て
い
る
。

稼
働
後
四
カ
月
で
破
綻
が
明
ら
か
に

昨
年
稼
働
し
た
求
車
求
貨
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
、「
ク
ラ
ブ
ア

イ
ラ
イ
ン
」
を
運
営
す
る
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
は
今

年
三
月
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
こ
ん
な
〝
張
り
紙
〞
を

出
し
た
。

昨
年
五
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
に
も
満
た
な

い
う
ち
の
撤
退
だ
っ
た
が
、
同
社
の
大
嶽
聡
社
長
は
「
傷
口
が

広
が
る
前
に
事
業
か
ら
撤
退
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ

で
も
判
断
が
遅
す
ぎ
た
ぐ
ら
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。

実
は
昨
年
八
月
頃
に
は
既
に
事
業
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
い
こ

と
は
見
え
て
い
た
。
そ
の
時
点
で
一
四
人
を
数
え
た
ス
タ
ッ
フ

「ITベンチャー淘汰の行方」
物流ITの大本命との呼び声の高かった「求車求貨システム」

の雲行きが怪しい。昨年の乱立から一転。稼働後１年も経た
ずに早くも事業から撤退する企業が現われ始めた。今年中にも
淘汰は一気に進みそうだ。官民が足並みを揃えて設立に乗り出
した物流eマーケットプレイスのどこに誤算があったのか。
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解　説

拝
啓
　
平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
は
、
平

成
十
三
年
三
月
三
一
日
を
も
ち
ま
し
て
、
求
車
求
貨
シ
ス

テ
ム
「
ク
ラ
ブ

ア
イ
ラ
イ
ン
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
業
務

を
一
時
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
中
略
）

今
後
弊
社
は
、
事
業
戦
略
を
大
幅
に
変
更
し
、
倉
庫
等

の
得
意
分
野
に
特
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
の
態
様
が
決

定
す
る
ま
で
の
間
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
営
業
は
休
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
の
上
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

敬
具
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も
全
員
、
解
雇
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

日
本
の
物
流
業
界
で
最
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
厚
い
保
有
車
両

台
数
二
〇
台
〜
五
〇
台
の
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
者
を
対
象

に
、
入
会
金
五
〇
〇
〇
円
、
月
会
費
二
〇
〇
〇
円
と
い
う
低

価
格
で
求
車
求
貨
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。
マ
ッ
チ

ン
グ
手
数
料
も
運
賃
の
三
％
と
低
く
抑
え
、
取
引
件
数
を
拡

大
す
る
こ
と
で
広
く
浅
く
利
益
を
得
る
。
大
嶽
社
長
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
の
は
、
そ
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー
の
商
品
企
画
担
当
と
い
う
立
場
で
物
流

を
見
て
き
た
大
嶽
社
長
は
、
そ
の
非
効
率
さ
と
Ｉ
Ｔ
活
用
の

可
能
性
に
着
目
し
て
、
物
流
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
の
起
業
を
決

意
。
前
職
を
辞
し
て
、
約
八
カ
月
の
準
備
期
間
を
経
た
後
、
昨

年
一
月
に
自
分
の
会
社
を
設
立
し
た
。
そ
の
時
点
で
の
資
本

金
二
五
五
〇
万
円
は
貯
金
と
家
族
や
知
人
の
出
資
で
ま
か
な

っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
破
綻

四
月
の
テ
ス
ト
稼
働
を
前
に
三
月
に
は
東
京
・
文
京
区
で

初
の
説
明
会
を
開
い
た
。
事
前
に
業
界
紙
で
告
知
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
会
場
に
は
中
小
の
運
送
業
経
営
者
五
〇
〜
六
〇
人

が
集
ま
っ
た
。
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
、
こ
の
説
明
会
の
席
上
で

大
嶽
社
長
は
来
場
者
か
ら
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
吊
し
上
げ
を

喰
っ
た
。「
Ｉ
Ｔ
に
荷
物
が
運
べ
る
の
か
！
」「
荷
主
も
入
れ
て

運
賃
が
下
が
っ
た
ら
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
！
」。
来
場
者
の

う
ち
一
〇
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
声

を
挙
げ
る
。

「
後
で
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
ら
は
協
同
組
合
単
位
で
貨

物
を
融
通
し
会
っ
て
き
た
仲
間
た
ち
で
し
た
。
新
興
企
業
に
自

分
の
シ
マ
を
荒
ら
さ
れ
る
の
が
許
せ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

当
社
は
求
車
求
貨
シ
ス
テ
ム
の
分
野
で
は
先
行
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
当
初
は
風
当
た
り
も
強
か
っ
た
」
と
大

嶽
社
長
は
振
り
返
る
。

と
こ
ろ
が
昨
年
五
月
に
、
大
手
総
合
商
社
や
ト
ヨ
タ
自
動

車
が
求
車
求
貨
シ
ス
テ
ム
に
参
入
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
て
か
ら
急
に
風
向
き
が
変
わ
っ
た
。
地
方
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
講
演
し
て
欲
し
い
と
い
う
依

頼
が
大
嶽
社
長
の
と
こ
ろ
に
舞
い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
求
車

求
貨
シ
ス
テ
ム
の
登
場
を
当
初
は
脅
威
と
し
て
と
ら
え
て
い
た

中
小
の
運
送
業
者
も
、
も
は
や
参
入
は
阻
止
で
き
な
い
と
、
そ

れ
ま
で
の
考
え
を
改
め
た
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

当
初
か
ら
会
員
の
獲
得
自
体
は
順
調
だ
っ
た
。
五
月
の
本

格
稼
働
時
点
で
運
送
業
者
一
〇
〇
社
、
荷
主
企
業
二
〇
社
を

確
保
。
そ
の
後
も
伸
び
続
け
て
い
た
。
会
員
募
集
を
中
断
し
た

今
年
二
月
の
時
点
で
は
、
運
送
会
社
四
一
〇
社
、
荷
主
一
〇

〇
社
ま
で
拡
大
し
て
い
た
。

し
か
し
、
利
益
は
全
く
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
会
員
は
増

え
て
も
収
入
が
増
え
な
い
。
途
中
増
資
を
受
け
入
れ
、
約
一
億

九
〇
〇
万
円
ま
で
確
保
し
た
資
本
金
も
次
第
に
底
が
見
え
て

き
た
。
闇
雲
な
投
資
を
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ス
テ
ム

開
発
費
は
二
〇
〇
〇
万
円
程
度
に
抑
え
た
。
残
り
の
支
出
は

大
部
分
が
人
件
費
だ
っ
た
。

も
と
も
と
入
会
金
や
月
会
費
を
低
額
に
抑
え
て
き
た
た
め
、

マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
な
け
れ
ば
売
り
上
げ
は
確
保
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
会
員
の
う
ち
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
取
引
に
参
加
す
る
企

業
は
全
体
の
一
〜
二
割
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
肝
心
の
マ
ッ
チ
ン

グ
成
約
率
も
当
初
は
約
一
六
％
に
止
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
を
改
善
の
こ
と
で
徐
々
に
成
約
率
は
上

が
っ
て
き
た
も
の
の
黒
字
転
換
す
る
メ
ド
は
立
た
な
か
っ
た
。

も
は
や
同
社
に
求
車
求
貨
シ
ス
テ
ム
を
運
営
す
る
だ
け
の
体

力
は
残
っ
て
い
な
い
。「
当
社
以
外
に
も
事
実
上
、
運
営
か
ら

撤
退
し
て
い
る
サ
イ
ト
が
既
に
い
く
つ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
今

の
と
こ
ろ
求
車
求
貨
シ
ス
テ
ム
で
、
こ
れ
が
正
解
と
い
え
る
よ

う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
少
な
く
と
も
国
内
に
は
一
つ
も
な

い
。
と
く
に
多
対
多
を
結
ぶ
ｅ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
の
ス
タ

第1部 求車求貨システムの実態

“E化”で物流業者のEVAは９倍に拡大すると予測されたが‥‥ 
（億円：利益ベース*/年間） 

●
自
動
車 

●
金
　
融 

●
物
　
流 

●
ヘ
ル
ス
ケ
ア 

●
電
　
機 

●
小
売
り（
コ
ン
ビ
ニ
） 

36,000

19%

54%

42,900
55,500

-24,000
13,000

34,000

7,500
35,500
67,500

13,100
26,500
50,800

13,400
17,700
24,400

4,500
11,500
16,000

N.A. N.A.

370%

800%

102%

288%

32%
82%

160% 270%

*営業利益（ただし、金融機関は経常利益） 
**物流・小売りは95年、自動車・電機は96年、金融・ヘルスケアは97年の数字 
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